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公民館情報 お問い合わせ先・公民館事務室　℡32-1212

スポーツ情報 お問い合わせ先・生涯学習課　℡32-6709

□ 美浜町の生涯学習について

ご存じですか？福井ライフ･アカデミー

■ 多様な学習メニュー

2011県民スポーツ祭開催
　　　011県民スポーツ祭が開催されます。美浜町からは、市町対抗の部で次の種目

　　　へ参加を予定しています。競技会場･日程は次のとおりです。お近くにお立ち寄

りの際は、美浜町代表選手への熱い声援をお願いします。
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　学習メニューは、年間500講座ほど用意されています。アカデミー
本部が主催する主催事業、アカデミーと他の団体が協力して行う共催事
業、他の団体が独自に行う連携事業の3つ中から自由に選べ、地区を問わ
ず受講できます。
　メニューの詳細については、毎月発行される｢福井ライフ･アカデミー
本部ニュース｣(公民館事務室や図書館に設置)で確認できます。
　町で実施している｢人権講座｣や｢人権の集い｣、｢まちづくり講座｣、｢美浜
学｣、｢歴史フォーラム｣等も連携事業として紹介されています。

↑福井ライフ･アカデミー
　本部ニュース

福井ライフ･アカデミー 検 索※ ホームページ→

　福井ライフ・アカデミーでは、県民が｢いつでも、どこでも、だれでも、なんでも｣生涯にわたって学習

することができるよう、講座や講演、セミナー等の学習機会を提供しています。

■ 目指せ、単位認定証書
　福井ライフ･アカデミーに入学すると、｢福井ライフ･アカデミー受講
カード｣をお渡しします。1講座受講すると、受講カードに単位認定の証
として受講印が押されます。35単位以上修得すると修了証書が、100単
位ごとに単位認定証書が授与されます。
　皆さんも、福井ライフ･アカデミーに入学し、いろいろな講座に参加し
て、充実した生涯学習生活を送ってみませんか。 ↑受講カード

期日 競技･種目名 会場
6月14･15日 ゴルフ 武生カントリークラブ(越前市)
7月3日 空手道 福井県立武道館 多目的ホール(福井市)
7月9･10日 陸上競技 福井県営陸上競技場(福井市)
7月10日 クレー射撃 加賀散弾銃射撃場(石川県加賀市)
7月23日 ボート 福井県立久々子湖ボートコース(美浜町)
7月24日 ターゲット･バードゴルフ まるおかスポーツランド(坂井市)

7月30･31日
(予備日:8月13日)

ソフトボール(男子) 福井市総合運動公園ソフトボール場(福井市)

7月30･31日
(予備日:8月20日)

軟式野球
奥越ふれあい公園多目的グラウンド(大野市)
長山公園グラウンド(勝山市)

7月31日 卓球 福井県営体育館(福井市)
7月31日 テニス 福井県営テニス場(福井市)
7月31日 剣道 福井県立武道館剣道大道場(福井市)
8月6日 マレットゴルフ 松岡河川公園マレットゴルフ場(永平寺町)
8月6･7日 バスケットボール 福井市体育館 他 (福井市)
8月6･7日 バレーボール 越前市体育館･武生第二中学校(越前市)
8月7日 バドミントン 大野市エキサイト広場総合体育施設アリーナ(大野市)
8月7日 ボウリング スポーツプラザWAVE40(福井市)
8月7日 ゲートボール 池田町民グラウンド(池田町)
9月3･4日 サッカー 円山公園多目的広場(鯖江市)
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新着図書は、この他にも多数入荷してい
ます。ぜひ、ご来館ください！

新着図書
●文 学

●社会
書籍名 著者名

日本人の誇り 藤原 正彦

情報から真実をすくい取る
力 黒岩 祐治

うまくいく夫婦、ダメにな
る夫婦の心理学 加藤 諦三

●自然･医療
書籍名 著者名

みちくさの名前。－雑草図
鑑ー 吉本 由美

自閉症･アスペルガー症候
群｢自分のこと｣のおしえ方 吉田 友子

●生活･実用
書籍名 著者名

地震から子どもを守る50
の方法 国崎 信江

食べ物の声を聴け! 魚柄 仁之助

じぃじ、ばぁばのための孫
育ての教科書 井上 淳子

書籍名 著者名

黄金の騎士団 井上 ひさし

偉大なる、しゅららぼん 万城目 学

ばらばら死体の夜 桜庭 一樹

紫式部の欲望 酒井 順子

さらば銀行の光 江上 剛

ナニワ･モンスター 海堂 尊

復讐したい 山田 悠介

死なない病気 渡辺 淳一

やんちゃな時代 林 真理子

あなたがいる場所 沢木 耕太郎

たまゆらに 山本 一力

僕は、そして僕たちはどう
生きるか 梨木 香歩

図書館情報 お問い合わせ先・町立図書館　℡32-0083

わたしの一冊

『 とんび 』
重松 清

皆さんの心に残った本やおすすめの本を紹介するコーナー

(№19)

　私の心に残った一冊にこの本がある。仲
睦まじい夫婦に突然起こった悲劇。妻が一
人息子を残して他界、残された父と子のそ
の後の生活を地域の人たちの豊かな人情に
見守られてすくすく育つ息子。人の繋がり

が何とも温かく優しい気持ちにさせられる。心にポッと灯をと
もしてくれる素晴らしい小説です。
　ぜひ、年代を問わず大勢の人に読んでいただきたい。

角川書店(2008年)

＊このコーナーは、絵本の紹介や家族でのご参加も大歓迎です。皆さんの
ご参加をお待ちしています！

福嶌 恭子

「わたしの１冊」
さん(郷市) の

●芸術･趣味･スポーツ
書籍名 著者名

地獄絵 新人物往来社編

高峰秀子との仕事 1･2 斉藤 明美

咲くも咲かぬも花嫁修業 阿川 佐和子

うまくなる!グラウンド･ゴ
ルフ技術 朝井 正教

ミーちゃん と 浜さん の “図書館何でも Q＆A”

町立図書館には本はどれくらいあるの？

子ども向けや一般向け、雑誌等も含め全部で
約44,800点あるんだよ。右表を見てね!

分類 冊(点)数
一般書 20,855
児童書 19,182

郷土資料 3,970
雑誌 687

AV(視聴覚) 62
合計 44,756

どれくらいの数が貸し出されているのかなぁ？

平成22年度は、個人･団体合計で57,043点の貸し出し利用があっ
たんだよ。

貸し出しの多かった人気の本を教えて!

大人向けでは｢告白」(湊 かなえ著)、子ども向けでは｢わたしのワン
ピース｣(にしまき かやこ作)と｢もこもこもこ｣(谷川 俊太郎作)の2
冊の絵本の貸し出し数が一番多かったよ。

図書館は｢町民の皆さんの本棚｣です。
ご来館･ご利用をお待ちしています!!

(平成23年4月1日現在)



す
健
康･
福
祉･

子
育
て
に
関
す
る

情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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か
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や
さ
し
い
笑
顔
で
訪
問

　

  

母
子
保
健
推
進
員 
を

　
　
　
　
　
　
　

 

紹
介
し
ま
す

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
健
康
づ
く
り
課 　

☎
32
︲
３
１
１
１

　

4
月
19
日
に
、
平
成
23
年
度
母
子
保
健

推
進
員
の
委
嘱
式
及
び
総
会
が
は
あ
と
ぴ

あ
で
行
わ
れ
、
16
人
の
方
が
委
嘱
を
受
け

ら
れ
ま
し
た
。

　

母
子
保
健
推
進
員
は
、妊
婦
さ
ん
や
育
児

中
の
お
母
さ
ん
の
身
近
な
相
談
者
で
す
。

◆ 

総
会
で
の
意
見
交
換

氏　名 担当地区

渡邉 悦子 日向･笹田･早瀬

橋本 友美 久々子･松原･矢筈

杉谷 みはる 郷市･興道寺

田辺 和恵 大藪･気山

木下 洋路美 河原市

山口 桂子 南市

重兼 和美 金山･麻生五ケ

佐竹 加代 栄･小倉

髙木 洋美 新庄･雲谷

中川 富枝 佐野･上野･野口

田邉 逸子 和田･木野･坂尻

石丸 清美 佐柿･佐田･太田･山上

小野 卓子 けやき台

尾上 陽子 けやき台

中村 富美子 北田･菅浜

茂道 留美 丹生･竹波

平成23･24年度 母子保健推進員 (敬称略)

　

皆
さ
ん
が
安
心
し
て
出
産
・
育
児
が
で

き
る
よ
う
に
、
次
の
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

※

※

※

※

※ は新任の方です ↑優しいまなざしで子どもを見守る推進員(写真中央)
　(昨年のはあとぴあまつり･ハイハイレースにて)

①
家
庭
訪
問

　

定
期
的
に
各
家
庭
を
訪
問
し
、
妊
婦
さ

ん
や
お
母
さ
ん
、
家
族
の
方
の
身
近
な
相

談
役
に
な
り
ま
す
。

　

推
進
員
自
身
の
子
育
て
経
験
を
活
か

し
、妊
婦
さ
ん
が
安
心
し
て
出
産
を
迎
え
、

お
母
さ
ん
が
ゆ
と
り
を
持
っ
て
子
育
て
が

で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

②
子
育
て
行
事
や
健
診
の
案
内

　

赤
ち
ゃ
ん
や
3
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
を

持
つ
お
母
さ
ん
に
、
子
育
て
に
関
す
る
行

事
や
健
診
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

す
。

　

妊
婦
さ
ん
に
は
、
町
の
健
診
助
成
券
を

使
っ
た
定
期
健
診
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

③
育
児
教
室
や
研
修
会
へ
の
参
加

　

は
あ
と
ぴ
あ
ま
つ
り
や
思
春
期
セ
ミ

ナ
ー
に
加
え
、今
年
度
か
ら
は
育
児
学
級
に

も
参
加
し
、よ
り
た
く
さ
ん
の
お
母
さ
ん
と

赤
ち
ゃ
ん
に
触
れ
合
っ
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
他
、
活
動
に
必
要
な
知
識
を
得
る

た
め
に
、
健
康
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
各

種
研
修
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

委
嘱
式
後
の
総
会
で
は
、
今
年
度
の

活
動
内
容
の
確
認
と
推
進
員
と
し
て
の

心
構
え
等
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

・
最
初
の
訪
問
は
お
互
い
と
て
も

緊
張
す
る
の
で
、
世
間
話
も
交
え

て
い
ま
す
。

・
街
中
や
買
い
物
先
で
お
会
い
し

た
時
の
ち
ょ
っ
と
し
た
声
か
け
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
。

・
子
ど
も
の
発
達
に
つ
い
て
も
っ

と
勉
強
し
た
い
で
す
。

・
他
の
町
の
推
進
員
の
方
と
の
交

流
も
し
て
い
き
た
い
で
す
。
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※お問い合わせ先　
　子育て支援センター　☎32‐0192

※お問い合わせ先
　東部診療所(村寄医師)　 ☎37-2911

　　　は何をしているところでしょうと質問すると、ほとんどの方は音を聞く

　　　ところと答えます。しかし、もう一つ大切な役割があるのを知っていま

すか？ヒントは船酔いです。

耳

　内耳は、音を聞くという役割よりも、体が動
いたのか動いていないのか、また、動いたので
あればどちらの方向に動いたのかを感知する役
割があります。
　内耳は、まず普通には触ることができない場
所で、カタツムリのような格好をしています。
まさか自分の頭の中にカタツムリのような形を
した構造があるとは思いもしませんよね。でも
この渦巻きがあって初めて人間の体はバランス
よく動くことができるのです。この内耳の機能
がちょっと不調に陥ったのがめまいだったり、
船酔いであるわけです。
　耳の大事な機能はどちらかというと内耳のバ
ランス調整かもしれませんね。

　内耳は、音を聞くという役割よりも、体が動　内耳は、音を聞くという役割よりも、体が動
いたのか動いていないのか、また、動いたので

内耳の機能
　耳は3部分に分かれて、外から順番に、外耳、
中耳、内耳と名前がついています。
　外耳とは耳掃除をしても痛くない範囲とほぼ
同じ範囲に相当します。耳たぶ等も当然外耳で
すね。
　中耳は、耳かきをしていて痛いと感じる場所
や、鼓膜、その奥にある小さな部屋が相当しま
す。音を聴くという上では主役といってよい場
所です。
　そして、さらに奥深くに存在するのが内耳で
す。

　耳は3部分に分かれて　耳は3部分に分かれて、外から順番に、外耳、
中耳、内耳と名前がついています。

耳の構造

耳の役割意外な

　　　育て支援センターでは、各集落のセンター

　　　等をお借りし、町内の未就園児とその保護

者を対象に、支援センターの出張広場｢ミニさく

らんぼ｣を実施しています。

　｢ミニさくらんぼ｣は、同じ地域の子育て中の

方々が集い、おもちゃや絵本等が準備されている

中、自由にお子さんを遊ばせながら交流できる場

です。参加された方々が交流を深め、何気ない話

子

ミニさくらんぼに
　　　遊びに来てね!

等をしながら楽しく過ごしていただいています。

日頃、子育てについて考えていることや悩み等に

もお答えできるよう、はあとぴあ保健師や主任児

童委員、地域の民生児童委員、社会福祉協議会職

員、子育て支援センター職員も参加しています。

　今年度は町内10ヶ所で計20回の実施を予定し

ています。日時等については、対象の方へ地区の

民生児童委員さんを通じてチラシを配布してお知

らせします。(けやき台区は、各号棟ごとにチラシ

を掲示します。)

　たくさんの方々のご参加をお待ちしています。

開催場所 対象地域

早瀬生活改善センター 早瀬･日向･笹田

体育センター(久々子) 久々子･松原･郷市･矢筈

金山生活改善センター 金山･久保･気山･大藪

小倉会館 小倉･河原市･南市

興道寺農業研修センター
興道寺･麻生･中寺･宮代･寄戸･五十谷･
安江･新庄･野口･佐野･上野･雲谷

木野担い手センター 木野･和田･佐柿･栄

美浜町農村婦人の家 山上･佐田･太田･坂尻

菅浜農業構造改善センター 菅浜･北田･丹生･竹波

けやき台第1集会所 けやき台

丹生介護予防センター 丹生･竹波

↑子どもたちはのびのび。ミニさくらんぼ
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『 

地
震
･
津
波
の
記
憶 

』

文
芸
欄
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町
民
の
皆
さ
ん
が
実
際
に
体
験
さ
れ

た
大
き
な
地
震
と
い
え
ば
、
昭
和
23
年

の「
福
井
地
震
」と
昭
和
38
年
の「
越
前

岬
沖
地
震
」で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
以
前

の
こ
と
と
な
る
と
、
古
文
書
等
の
記
録

を
見
る
、
も
し
く
は
古
く
か
ら
の
言
い

伝
え
を
聞
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
わ
か
さ
美
浜
町
誌
」で
は
、
主
に
3

冊
に
地
震
や
津
波
の
記
事
が
あ
り
ま

す
。

　

ま
ず
平
成
21
年
度
に
刊
行
し
た『
ふ

り
か
え
る
美
浜
』。
こ
こ
で
は
佛
教
大

学
教
授
で
、
地
震
や
地
形
の
研
究
者
で

あ
る
植
村
善
博
先
生
に「
山
地
と
活
断

層
」「
三
方
五
湖
と
寛
文
地
震
時
の
地
殻

変
動
」等
の
テ
ー
マ
で
ご
執
筆
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

｢

寛
文
地
震｣

は
１
６
６
２
年
に
起

き
た
、
近
畿
北
部
の
歴
史
に
残
る
中
で

は
最
大
の
地
震
で
す
。
町
指
定
文
化
財

で
あ
る
行な

め
か
た方
家
文
書
を
は
じ
め
、
小
浜

藩
や
滋
賀
・
京
都
の
古
文
書
に
は
、
こ

の
地
震
の
こ
と
が
詳
し
く
書
き
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ら
の
古
資
料
か
ら
ま
と
め
ら
れ

た
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、
震
源
は
日
向
付

近
と
滋
賀
県
西
部
の
2
ヶ
所
で
、
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
３
～
７
・
６
、
美
浜
で

震
度
6
ほ
ど
だ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
何
時
間
も
揺
れ
は
続
き
、
そ
の

後
も
数
週
間
に
わ
た
っ
て
余
震
が
あ
っ

た
そ
う
で
す
。

　

こ
の
地
震
で
三
方
五
湖
の
水
が
あ
ふ

れ
、
浦
見
川
が
掘
ら
れ
た
こ
と
は
広
く

知
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
他

に
も
古
文
書
に
は
、
丹
生
か
ら
早
瀬
ま

で
の
土
地
が
隆
起
し
、
１
５
０
m
以
上

の
幅
で
海
岸
線
が
後
退
し
た
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
津
波
に
関
し
て
は
、『
著
す
・
伝

え
る
』の「
美
浜
町
の
民
話
」で
い
く
つ

か
の
伝
説
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
常
神
半
島
の
東
側
の
ク
ル
ミ

浜
。
こ
こ
に
は
少
な
く
と
も
中
世
ま
で

は
村
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
建
物
の
基
礎

の
石
や
墓
石
等
も
残
っ
て
い
ま
す
が
、

津
波
で
村
が
ほ
ぼ
全
滅
し
た
と
い
う
伝

説
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
金
山
の
か
れ
こ
山
。
こ
こ
に
は

津
波
の
際
に
カ
レ
イ
が
木
に
ひ
っ
か

か
っ
て
い
た
と
い
う
伝
説
が
あ
り
ま

す
。
同
様
の
話
は
天
王
山
に
も
残
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
し
て『
祈
る
・
祀
る
』第
一
章
の「
野

辺
の
神
々
と
仏
た
ち
」で
は
、
関
峠
の

波な
み
よ
け除
地
蔵
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
こ

こ
は
海
抜
90

　

m
の
高
さ
で
す
が
、
む
か

し
大
津
波
が
あ
っ
た
と
き
、
こ
の
地
蔵

の
と
こ
ろ
で
津
波
が
止
ま
っ
た
た
め
に

こ
の
名
前
が
つ
い
た
の
だ
そ
う
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
津
波
と
い
っ
て
も
遠

く
の
こ
と
の
よ
う
に
思
い
、
こ
れ
ら
の

伝
説
を
聞
い
て
も「
昔
話
は
お
お
げ
さ

だ
か
ら
」と
気
に
も
留
め
て
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

し
か
し
、
今
回
の
大
震
災
で
地
震
と

津
波
の
恐
ろ
し
さ
を
目
の
当
た
り
に

し
、
ま
た
東
北
各
地
で
石
碑
や
言
い
伝

え
が
人
々
を
導
い
た
こ
と
を
聞
く
に
つ

け
、
改
め
て
こ
の
よ
う
な
記
録
や
伝
承

を
見
直
し
、
継
承
す
る
こ
と
が
大
切
だ

と
の
思
い
を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

（
美
浜
町
文
化
財
保
護
・
町
誌
編
纂
室
）↑クルミ村跡に残る石塔の石

老
身
に
は
見
納
め
か
も
と
寺
庭
の

　
　

桜
見
上
げ
て
長
く
佇
む

　
　
　
　

  　

浅
妻 

順
（
大 

藪
）

雨
上
が
り
散
策
す
れ
ば
前
庭
の

　
　

カ
ラ
ー
の
花
の
白
さ
目
に
入
る

　
　
　
　

  　

亀
谷 

茂
（
早 

瀬
）

緑
と
は
希
望
の
色
と
読
み
し
朝

　
　

朝
陽
に
か
が
や
く
山
々
あ
り
て

　
　
　
　

  　

宇
都
宮 

惠
美
子
（
佐 

柿
）

大
津
波
こ
の
世
の
地
獄
垣
間
見
る

　
　

神
よ
助
け
て
と
必
死
に
祈
る   　

                

　
　
　
　
　

   

前
田 

喜
美
子
（
佐 

野
）

原
発
の
炉
心
溶
融
と
ふ
事
態

　
　

知
ら
さ
れ
ざ
り
し
こ
と
あ
ま
り
に
多
し

　
　
　
　

  　

岸
本 

和
子
（
松 

原
）

短　

歌 　
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こたえ  ◯◯◯

－よこカギ－
①反対。逆
②岩の表面
③ギリシャ文字の9番目
④釣った魚を入れるかご
⑧1年、浪人すること
⑩学位の一つ。ドクター
⑫見ないでも言えるように覚えること
⑬粘り気のある甘い菓子

 ●応募方法
　★印のマスの文字を並べ替えると美浜町の土
地・地区・場所の名称ができます。はがきに、答

－たてカギ－
①能力
③縁起が悪いとされる日
⑤川に生息する魚
⑥急進的な派
⑦東南アジアの王国。首都バンコク
⑨うちやぶること
⑪声援。応援
⑭役に立たない議論
⑮機転
⑯雨の多い季節

　締切りは、6月10日(金)（消印有効）です。
正解者の中から抽選で5人の方に記念品をお送
りします。
　メールで応募される方は、次のアドレスに送信
してください。
【メールアドレス】
kouhou-mihama@town.fukui-mihama.lg.jp
【QRコード】

●5月号の答え　中 寺
●当選者
　応募者総数は16人で全員正解でした。抽選の
結果、次の方々が当選されました。
　北村 文夫さん(早瀬)･秋山 登喜子さん(佐野)
　堀川 豊子さん(山上)･鈴木 奈都子さん(東京都)
　四ツ谷 侑芽さん(佐野)

①

②

③

⑤ ⑥

⑧

④

⑭

⑬

⑦

⑨

⑪

⑫

⑮

⑩

⑯

えと住所、氏名(お便りも大歓迎！)を書いて、
町企画政策課「広報みはまハートフルクイズ」
係（〒919-1192美浜町郷市25-25）まで送っ
てください。

◎ご誕生
4/1～4/30 受付分

（敬称略）

慶弔慶弔

まちびとまちびと

弥美神社例大祭で｢王の舞｣の
舞い手を務められた　

＊舞い手に決まった時の心境は？
　舞い手は麻生の人だけに任される大役なので、大変だけど頑張って
務めようと思いました。また、震災の影響で町に活気がなくなってい
るように感じていたので、地区の大きな祭りを盛り上げ、みんなに祭
りを楽しんでもらいたいという思いもありました。

＊これからの｢王の舞｣について思うことは？

　今回の経験を通して、麻生の方々は｢王の舞｣に対して熱い思いを持っ
ていることが分かりました。伝統あるこの舞を毎年変わらず奉納できる
よう、私も誇りを持って受け継いでいきたいと思います。

佐竹 一
か ず ま

真

＊舞い終わっての感想は？
　当日の舞を見た人の中に、涙目で｢感動した｣と言ってくれた方もい
ました。無事に役を務めることができて、ほっとしています。

◎ご結婚
氏　名（ 旧 姓 ） 住　所

濱　本　洋　平　＆　( 秋 山 ) 陽　子 松　原

北　山　道　雄　＆　( 村 田 ) 仁　美 河原市

さん

◎おくやみ

　お片付けが大好き。
　でも、お姉ちゃんはもっと大
好き♡
　お姉ちゃんが散らかした物は
ボクが片付けるぞ!!
　

悠
ゆ う ご

吾 　（1歳11か月）

武田 元一さん･美穗さん
(久々子)の長男

ちゃん

(麻生)

氏　名 性別 父・母 住　所

松　井　彪　賀 男 優　太・益　岐 松　原

平　岡　海　恋 女 徹　也・史　絵 早　瀬

加　茂　優妃乃 女 　久　・珠　喜 久々子

濵　田　　凛　 女 敬　彬・加奈子 日　向

ひ ゅ う が

か　れ　ん

ゆ　き　の

    りん

氏　名 住 所 年齢 届出人

田 邉 キ ミ 子 竹 波 64歳 田 邉 一 裕

岩 田 貞 次 早 瀬 82歳 岩 田 善 一

田 邉 竹 四 郎 郷 市 61歳 田 邉 隆 明

梶 　 孝 一 久々子 58歳 梶 　 敬 二

岸 本 健 郎 松 原 81歳 岸 本 嘉 宏

武 田 洋 一 久々子 62歳 武 田 雄 介

中 面 谷 ヒ ロ エ 丹 生 96歳 中 面 谷 智 志

原 田 ま つ 子 佐 野 79歳 原 田 　 樹

髙 木 義 一 新 庄 85歳 髙 木 春 枝

和 田 喜 志 子 山 上 81歳 和 田 善 正

村 松 一 世 山 上 91歳 村 松 一 弘

松 嵜 キ ミ 南 市 94歳 松 嵜 幸 弘

木 村 清 和 興道寺 64歳 木 村 光 男

三 田 三 郎 佐 田 95歳 三 田 勝 彦

松 井 節 子 河原市 69歳 松 井 清 春

金 田 　 江 山 上 88歳 金 田 久 二


